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院外処方医薬品について 
 

平成 15 年 4 月 1 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
カフコデ N 錠 合剤 鎮咳・鎮痛・解熱剤 メルク・ホエイ 

スミルテープ（フェルビナク） 7×10cm/枚 経皮吸収型鎮痛・消炎剤 三笠 
    

 

【商】カフコデ N Coughcode-N  
メルク・ホエイ 
内用：錠剤 1 錠中ジプロフィリン 20mg，リン

酸ジヒドロコデイン 2.5mg，dl-塩酸メチルエフ

ェドリン 5mg，サリチル酸ジフェンヒドラミン

3mg，アセトアミノフェン 100mg，ブロムワレリ

ル尿素 60mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者，重篤な呼吸抑制のある患者，気管支喘息

発作中の患者，アスピリン喘息（非ステロイド

性消炎鎮痛剤等による喘息発作の誘発）又はそ

の既往歴のある患者，消化性潰瘍のある患者，

重篤な肝障害のある患者，重篤な腎障害のある

患者，重篤な血液の異常のある患者，重篤な心

機能不全のある患者，緑内障の患者，前立腺肥

大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者，エピネ

フリン及びイソプロテレノール等のカテコール

アミンを投与中の患者 
【効】かぜ症候群における鎮咳・鎮痛・解熱，

気管支炎における鎮咳 
【用】成人には 1 回 2 錠，1 日 3 回投与する。小

児には年齢により，適宜減量する。 
【副】ショック，アナフィラキシー様症状，

Stevens-Johnson 症候群，Lyell 症候群，顆粒球

減少，喘息発作の誘発，肝機能障害，黄疸 発

疹， 痒感，紅斑，発熱，眠気，めまい，視調

節障害，発汗，倦怠感，神経過敏，頭痛，不眠，

熱感，疲労，難聴，抑うつ，知覚異常，言語障

害，思考異常，運動失調，不整脈，血圧変動，

動悸，顔面潮紅，顔面蒼白，悪心・嘔吐，便秘，

食欲不振，口渇，下痢，腹痛，腹部膨満感，呼

吸困難，血小板減少・機能低下，チアノーゼ，

薬物依存 
【妊】未確立，有益のみ 
【小】慎重 

＊フェルビナク Felbinac 
【商】スミル Sumilu 三笠 
外用：貼付剤 1 枚（7×10cm）中 35mg 
【禁】本剤又は他のフェルビナク製剤に対して

過敏症の既往歴のある患者，アスピリン喘息

（非ステロイド性消炎鎮痛剤等による喘息発作

の誘発）又はその既往歴のある患者 
【効】下記疾患並びに症状の鎮痛・消炎：変形

性関節症，肩関節周囲炎，腱・腱鞘炎，腱周囲

炎，上腕骨上顆炎（テニス肘等），筋肉痛，外

傷後の腫脹・疼痛 
【用】1 日 2 回患部に貼付する。 
【副】皮膚炎， 痒，発赤，接触皮膚炎，刺激

感，水疱 
【妊】未確立，有益のみ 
【小】未確立 
【貯】遮光 
 


